第１学年　道徳学習指導案 

	日　時：
	平成24年6月27日（水）　

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名:愛校心、よりよい校風の樹立　(4－(7))

２．ねらい：自分たちの学校のよさを知り、そのよさを受けついでいこうとする態度を育てる。
３．資料名：校歌を口ずさんで（きみがいちばんひかるとき(光村図書)）(p.30～33)
４．学習指導過程

	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	校歌について考える。
	1 校歌はどんな時に歌いますか。
・行事のとき　・音楽の時間

2 どうしてこんな時に歌うのかな？

・大事な日だから　・学校の代表の歌だから

・歌わされるから
	【一斉・発表】

・確認程度

	展開
	資料を読み、考えていく。

	3 筆者は、校歌「明日の空に」どんな願いや思いを込めたのでしょう。
· みんなのルーツ

· 元気になれるように

· 子どもも先生も、子どもたちの家族も地域の人も、みんなが気軽に口ずさめる校歌にしたい。

· 「願いこと」「想像すること」を大切にして、挑戦することを忘れないでほしい。

· もし行き詰ったときは、校歌を口ずさんで自分を支えてくれている人々やふるさとを思い出してほしい。
	【一斉・発表】
・「先生方の願いや子どもたちへの希望を歌詞に込めよう」という部分を具体的に考えさせる。

・あまり時間をかけない。
※ルーツ･･･起源・根源・故郷

	
	自分たちの校歌について考える。
	4 自分たちの学校の校歌には、どんな願いや思いが込められているか考えてみよう。

・世界へ　・長く続いてほしい　・夢を持つ

・元気に　・自然を大切に　友だちを大切に

・大月中をいつまでも忘れないで
	【一斉・発表】

· 必要に応じて【グループ】

· 校歌を掲示する。

	終末
	校歌を歌うことについて考える。
	5 (④を受けて)こんな校歌を歌うことは、どんな意味を持っているのでしょうか。

· 歌うことで心がひとつになる。

· 思い出になる。　

· 学校を大切にしようとする気持ちが出来る。

· 目標を確認できる。

· 大月中のよさを知ったり確認したりすることができる。
	【一斉・発表】

· 必要に応じて【グループ】

· ④をうけて、校歌を歌うことは自分たちの学校のよさなどを歌っていることに気づかせたい。

	
	
	6 【中心発問】他の学校の人や地域の人や後輩などに伝えていきたい「大月中学校のよさ」って何だろう。また、その理由は？
　《切り返し》自分たちが作り出している大月中学校のよさって？
　周り　　　自然、給食、グランドが広い
　自分たち　挨拶ができる　行事が盛り上がる

　　　　　 　仲がよい　部活動が盛ん
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

・周りが作り出しているよさ(給食、自然など)だけでなく、自分たちが作り出しているよさを気づかせることで、自分たちが学校のよさをつくりそれを後輩へと伝えていく気持ちを持たせたい。


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物
６．板書計画

[image: image1]
７、今後の改善点

　◎　時期をもう少し遅らすよい。(11月以降)

　◎　資料は、後半閉じて考えさせる。

　◎　校歌の歌詞は、一度教師もしくは生徒と一緒に読んだ方がよい。



どうして？





　　校歌を口ずさんで


　　　　どんな時に


行事のとき


音楽の時間


行事のとき





　　　　「明日の空に」→どんな願いや思い


・みんなのルーツ　　・元気になるように


・心の支え　・たくさんの人に歌ってほしい





　　　　　　　　　・世界へ　・元気に


　　　　　　　　　・長く続いてほしい


　　　　　　　　　・夢を持ってほしい


　　　　　　　　　　　　 ・自然を大切に


・友だちを大切に


・大月中を忘れないで


　　　　◎　みんなで校歌を歌う


・思い出になる


・歌うことで心がひとつになる


・学校を大事にする気持ち


・目標が確認できる


・大月中の良さが知れる


　　　大月中のよさは？


　　　　給食　　　　　　　　　　　　あいさつができる


　　　　自然がたくさん　　　　　みんなの仲が良い


　　　　グランドが広い　　　　　　部活が盛ん








大事な日


学校の代表の歌


歌わされる





どんな思いや願いが込められている





大月中の校歌








